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大
村
益
次
郎

と
福
沢
諭
吉
は

適
塾
の
先
輩
と

後
輩
の
間
柄
だ

が
、
性
格
も
出
自
も
全
然
違

う
。
共
通
点
と
し
て
は
、
優

れ
た
知
性
と
若
者
ら
し
い
夢

と
野
心
を
秘
め
て
い
た
。

　

大
村
は
自
ら
求
め
て
渦
中

に
飛
び
込
ん
だ
訳
で
も
な

く
、
長
州
の
コ
ネ
や
つ
て
の

成
り
行
き
で
、
歴
史
に
名
を

刻
む
成
功
者
と
な
り
、
そ
の

結
果
当
時
の
著
明
な
志
士
ら

し
く
横
死
し
た
。

　

福
沢
は
戦
争
に
も
巻
き
込

ま
れ
ず
、
無
事
に
混
乱
の
時

代
を
生
き
抜
き
、
有
為
の
若

者
だ
け
で
な
く
政
府
の
高
官

ま
で
が
そ
の
言
を
拝
聴
す
る

地
位
に
ま
で
上
り
詰
め
な
が

ら
「
言
い
た
い
事
言
い
」
の

若
年
の
頃
か
ら
の
癖
を
持
ち

続
け
た
ま
ま
で
天
寿
を
ま
っ

と
う
し
た
。

　

大
村
も
福
沢
も
医
者
で
あ

っ
た
。
そ
れ
も
病
理
学
や
細

菌
学
が
躍
進
し
た
時
代
の
医

者
だ
っ
た
。
が
、
彼
等
の
野

心
と
夢
は
患
者
を
診
る
こ
と

を
止
め
て
成
就
し
た
。

　

い
ま
、
友
人
の
子
弟
で
医

療
人
を
志
さ
ず
、
或
い
は
転

身
し
て
他
分
野
で
働
く
若
者

が
少
な
く
な
い
。
そ
れ
が
若

者
の
夢
と
野
心
を
託
せ
ら
れ

社
会
が
求
め
る
物
な
ら
ば
、

成
功
を
祈
る
だ
け
で
あ
る
。

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

署
名
２
万
筆
の
成
果

　

保
団
連
・
協
会
の
「
保
険
医
休
業
保
障
」
な
ど
の
自
主
共
済
・
互
助
制
度
を
引
き
続

き
運
営
で
き
る
よ
う
に
す
る
保
険
業
法
再
改
正
法
案
が
12
日
、
参
議
院
本
会
議
で
、
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
成
立
し
た
。
改
正
法
案
は
、
２
０
０
５
年
の
保
険
業
法
改
定
に
よ

り
制
度
の
継
続
が
困
難
に
な
っ
て
い
た
自
主
共
済
の
存
在
を
認
め
、
原
状
復
帰
さ
せ
る

特
例
措
置
を
取
っ
た
も
の
で
、
５
年
に
お
よ
ぶ
粘
り
強
い
適
用
除
外
運
動
が
大
き
な
実

を
結
ん
だ
。

　

改
正
法
案
は
１
７
４
通
常

国
会
に
提
出
さ
れ
た
も
の

の
、
首
相
辞
任
な
ど
政
局
に

巻
き
込
ま
れ
継
続
審
議
と
な

っ
た
。
今
臨
時
国
会
で
も
補

正
予
算
を
め
ぐ
っ
て
国
会
が

混
乱
し
た
が
、
保
団
連
と
公

益
法
人
団
体
・
自
治
体
職
員

互
助
会
な
ど
が
連
携
し
た
衆

・
参
財
金
委
員
へ
の
要
請
、

各
協
会
・
地
域
懇
話
会
の
地

元
議
員
要
請
が
力
と
な
り
改

正
が
実
現
し
た
。

　

両
院
の
財
金
委
員
会
で
は

「
共
済
と
保
険
は
本
質
的
に

異
な
る
も
の
で
、
そ
も
そ
も

規
制
す
べ
き
で
は
な
い
」

（
自
民
）、「
関
係
者
の
声
を

よ
く
聞
い
て
早
急
に
政
省
令

を
定
め
て
も
ら
い
た
い
」

（
公
明
）、「
今
回
は
当
面
の

暫
定
措
置
で
も
っ
と
早
く
対

応
で
き
た
こ
と
だ
。
助
け
合

い
の
制
度
が
変
質
し
な
い
よ

う
に
適
用
除
外
の
あ
り
方
を

論
議
す
べ
き
」（
共
産
）
な

ど
、
今
後
の
対
応
に
改
善
を

求
め
る
発
言
が
相
次
い
だ
。

　

自
見
庄
三
郎
金
融
相
は
２

０
０
５
年
の
改
定
時
に
共
済

事
業
を
実
施
し
て
い
た
団
体

は
基
本
的
に
事
業
の
継
続
が

可
能
に
な
る
と
し
、
政
省
令

は
各
団
体
の
意
見
を
聴
取
し

適
切
な
も
の
に
し
た
い
と
答

弁
し
た
。
今
後
、
半
年
以
内

に
政
省
令
が
制
定
さ
れ
法
律

が
施
行
さ
れ
る
見
込
み
。

　

協
会
・
保
団
連
は
、
休
業

保
障
の
再
開
に
向
け
て
情
報

の
収
集
に
努
め
、
実
態
に
合

っ
た
政
省
令
と
な
る
よ
う
要

請
を
さ
ら
に
強
め
る
。

谷
川
秀
善
、
北
川
イ
ッ
セ
イ

（
参
・
公
）
白
浜
一
良
、
石

川
博
崇
、
山
本
香
苗
（
衆
・

共
）
宮
本
岳
志
、
吉
井
英
勝

（
衆
・
社
）
服
部
良
一

 

（
敬
称
略
、
順
不
同
）

　

保
険
業
法
再
改
正
法
案
の

可
決
を
求
め
る
国
会
行
動

（
11
日
）
の
要
請
議
員
は
、

以
下
の
通
り
。【
面
談
】（
衆

・
民
）森
山
浩
行（
参
・
共
）

山
下
芳
生
【
秘
書
対
応
】

（
衆
・
民
）辻
惠
、
稲
見
哲

男
、
長
尾
敬
、
藤
村
修
（
参

・
民
）梅
村
聡
、
尾
立
源
幸
、

藤
原
正
司
（
衆
・
自
）
竹
本

直
一
、
柳
本
卓
治（
参
・
自
）

　

５
年
と
い
う
長
い
期
間
だ

っ
た
が
、
改
正
法
案
の
成
立

に
よ
っ
て
休
業
保
障
の
再
開

実
現
に
大
き
く
近
づ
く
こ
と

が
で
き
た
。

　

２
０
０
５
年
の
保
険
業
法

改
定
は
、
オ
レ
ン
ジ
共
済
な

ど
「
共
済
」
を
騙
っ
て
保
険

を
販
売
し
た
悪
質
業
者
の
規

制
・
監
督
が
目
的
だ
っ
た

が
、
06
年
の
施
行
時
に
は
自

主
共
済
で
あ
る
我
わ
れ
の
休

業
保
障
や
知
的
障
害
者
互
助

会
な
ど
も
規
制
対
象
と
さ
れ

た
。

　

協
会
は
休
業
保
障
を
何
と

し
て
も
守
ろ
う
と
保
険
業
法

か
ら
の
適
用
除
外
を
求
め
る

運
動
を
開
始
し
、
会
員
・
加

入
者
の
先
生
方
か
ら
多
く
の

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

　

07
年
に
は
医
科
・
歯
科
協

会
・
民
医
連
の
ほ
か
、
自
営

業
者
、
労
働
組
合
、
登
山
・

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
の
各
団
体

が
結
集
し
「
共
済
大
阪
懇
話

会
」
を
発
足
さ
せ
、
適
用
除

外
を
共
通
の
要
求
と
し
活
動

を
続
け
て
き
た
。

　

会
員
と
そ
の
家
族
、
懇
話

会
団
体
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
請

願
署
名
は
約
２
万
筆
に
上

り
、
紹
介
議
員
を
通
じ
て
国

会
へ
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
下
地
が
な
け
れ
ば
改
正

法
案
は
成
立
し
な
か
っ
た
だ

ろ
う
。

　

政
省
令
の
制
定
を
前
に
休

業
保
障
の
再
開
の
た
め
の
準

備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
将

来
予
想
さ
れ
る
共
済
規
制
の

あ
り
方
の
見
直
し
に
対
応
す

る
た
め
、
自
主
共
済
を
守
る

運
動
を
引
き
続
き
進
め
て
い

き
た
い
。

う
高
カ
ル
シ
ウ
ム
血
症
、
骨

髄
腫
、
骨
粗
鬆
症
な
ど
に
使

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説

明
。
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る

第
三
世
代
の
Ｂ
Ｐ
は
、
第
一

世
代
と
比
較
し
て
１
万
倍
の

効
力
を
も
つ
こ
と
を
示
し

た
。

　

最
近
の
骨
粗
鬆
症
の
薬
剤

名
を
挙
げ
な
が
ら
、
注
射
投

与
前
に
で
き
る
限
り
歯
科
治

療
を
先
行
し
、
注
射
投
与
中

の
患
者
に
は
観
血
処
置
は
避

け
、
保
存
療
法
の
み
に
す
る

こ
と
。
経
口
Ｂ
Ｐ
投
与
３
年

以
上
ま
た
は
ス
テ
ロ
イ
ド
と

併
用
し
て
い
る
場
合
、
観
血

処
置
は
口
腔
外
科
に
紹
介
す

る
こ
と
な
ど
、
治
療
時
の
注

意
点
を
述
べ
た
。
経
口
Ｂ
Ｐ

投
与
中
は
定
期
的
な
歯
科
検

診
と
口
腔
清
掃
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
経
口
Ｂ
Ｐ
を
中
止

す
る
と
大
腿
骨
な
ど
の
骨
折

を
増
加
す
る
の
で
中
止
す
べ

き
で
な
い
こ
と
な
ど
、
Ｂ
Ｒ

Ｏ
Ｎ
Ｊ
の
臨
床
診
断
基
準
に

つ
い
て
も
話
し
た
。

　

ま
た
、
同
氏
は
歯
科
治
療

中
の
血
液
飛
沫
と
空
気
中
分

散
（
エ
ア
ロ
ゾ
ル
）
に
つ
い

て
述
べ
、
タ
ー
ビ
ン
に
よ
る

形
成
や
超
音
波
ス
ケ
ー
リ
ン

グ
で
１
㍍
離
れ
た
所
に
ま
で

浮
遊
血
液
が
あ
る
と
指
摘
。

飛
沫
感
染
症
と
し
て
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と
細
菌
性
肝
炎
、

空
気
中
分
散
と
し
て
水
ぼ
う

そ
う
、
は
し
か
、
結
核
な
ど

を
挙
げ
た
。
血
液
感
染
で
は

Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
Ｈ
Ｂ
Ｖ
、
Ｈ
Ｃ

Ｖ
、
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
、

ヤ
コ
ブ
病
が
代
表
的
で
あ
る

と
し
、
注
意
を
促
し
た
。

　

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
16
に
感
染
す
る
と
、
口
腔

咽
頭
部
に
扁
平
上
皮
が
ん
を

発
生
す
る
リ
ス
ク
を
高
め

る
。
口
腔
が
ん
は
40
歳
以
上

が
92
％
を
占
め
、
男
女
比
２

対
１
と
な
っ
て
い
る
。
口
腔

炎
が
２
週
間
で
な
お
ら
な
け

れ
ば
、
口
腔
外
科
を
紹
介
す

る
方
が
良
い
と
話
し
、
質
疑

応
答
を
し
、
講
演
を
終
了
し

た
。

　

歯
科
臨
床
・
学
術
部
は
、

大
倉
正
也
氏
（
大
阪
大
学
大

学
院
口
腔
外
科
学
第
一
教
室

准
教
授
）
を
講
師
に
、
生
涯

研
修
講
座
「
今
昔
、
ビ
ス
フ

ォ
ス
ホ
ネ
ー
ト
の
そ
の
後
と

口
腔
外
科
の
変
遷
」
を
７

日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い

た
。会
員
81
人
が
参
加
し
た
。

　

大
倉
氏
は
、
ビ
ス
フ
ォ
ス

ホ
ネ
ー
ト
製
剤（
以
下
Ｂ
Ｐ
）

に
関
連
し
た
顎
骨
壊
死
（
Ｂ

Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｊ
）
に
つ
い
て
、
一

過
性
あ
る
い
は
永
続
性
の
顎

骨
へ
の
血
液
供
給
不
足
が
原

因
で
生
じ
る
疾
患
と
定
義

し
、
Ｂ
Ｐ
は
悪
性
腫
瘍
に
伴

11
・
11
国
会
行
動

Ｂ
Ｐ
製
剤
と
顎
骨
壊
死
で
講
演

投
与
中
は
観
血
処
置
を
回
避

11月度生涯
研 修 講 座

粘り強い運動結実、休保早期再開へ目途
改正保険業法が成立改正保険業法が成立

下
井
戸
昭
介
・
共
済
部
長
が
談
話

自主共済存続を求める運動

保険業法の適用除外求め金融庁と
交渉＝06年３月８日、東京都内　

自主共済をめぐる動き
96年11月 オレンジ共済詐欺事件が社会問題に
05年４月 健全な自主共済まで廃止に追い込む

保険業法改正法が成立
　　12月 保団連や商工団体などが「共済の今

日と未来を考える懇話会」結成。同
法の適用除外求め運動開始

06年４月 同法施行、保険医休業保障の新規・
増口募集を停止

07年３月 協会などが参加し、大阪懇話会を結
成。読売テレビの取材を受け、自主
共済の危機を訴えるきっかけとなる

　　６月 民主党が衆院に議員立法提出→廃案
　　７月 参院選で野党が過半数を占める
　　11月 民主党が参院に議員立法提出→廃案

懇話会が東京で集会とデモを実施
08年３月 同法の経過措置期限終了、金融庁が

示す業者などになれない場合は廃止
・解散に
野党が参院に議員立法を提出→廃案

09年８月 総選挙で政権交代
　　10月 保団連の要請を受け、亀井金融相が

金融庁に適用除外となる方策を講じ
るよう指示

10年４月 金融庁が「共済事業の規制のあり方
についての方針（案）」を発表

　　10月 意見書採択自治体238に
　　11月 保険業法再改正法案が可決・成立

歯科臨床
・学術部

協会含め６団体が共済大阪懇話会
を結成＝07年３月４日、大阪市内

国会要請（写真左は自民・竹本直一
議員）＝07年３月８日、東京都内

住江保団連会長が亀井静香金融相
に要請＝09年10月21日、東京都内

全国懇話会が自主共済の存続訴え、
東京・渋谷をデモ＝07年11月23日　


